
特

集

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・4 月号読者からのお便りいつも楽しく読ませていただいておりますが、2 月号の除染や食の安全は特に興味がありました。これからも復興の状況など取り上げてくれ

たらいいと思います。 ( いわき市 50 代女性）
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大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
支
援
を
始

め
、
除
染
、
健
康
管
理
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
食
の
安
全
・
安

心
の
確
保
、
産
業
の
再
生
な
ど
、
全
庁
を
挙
げ
て
、
復
興
を
着
実

に
進
め
る
た
め
の
土
台
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
県
民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
と
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。」
そ
う
し
た
思
い
で
編
成
し
た
県
の
新
年
度
予
算
は

１
兆
７
千
億
円
、
県
政
史
上
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
総
合
計
画
「
ふ
く
し
ま
新
生
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
13
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
、
こ
れ
を
効
果
的
に

執
行
し
、
復
興
を
加
速
し
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

　

先
日
開
催
し
た
「
３
・
11
ふ
く
し
ま
復
興
の
誓
い
２
０
１
３
」

で
は
、
震
災
の
教
訓
を
心
に
刻
み
、
復
興
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
か
ら 

は
じ
め
よ
う
。」

　
こ
の
言
葉
を
胸
に
、「
夢
・
希
望
・
笑
顔
に

満
ち
た
“
新
生
ふ
く
し
ま
”」
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

知事
メッセージ

決
意
を
新
た
に
、
復
興
を
加
速

　平成２５年度予算は、「復興加速化」の予算と
位置付け、「復興元年」として震災からの復興と
原子力災害からの再生を図った前年度の取り組
みに、さらに大きな実績を積み重ねていきます。
総額は１兆７，３２０億円で昨年度から１，５５６億円の
増、その半分以上にあたる９，１６８億円が震災・
原子力災害対応に充てられます。新しい県総合
計画「ふくしま新生プラン」の基本目標「夢・希
望・笑顔に満ちた“新生ふくしま”」の実現に向け、
県域全体の復興を進めていきます。

福島県予算
1兆7320億円

加
速

復
興

特

集

平成 25 年度
福島県予算について

ご紹介します！



特

集

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・4 月号 読者からのお便り これからも子供たちの笑顔のために安心して住み、暮らせる環境の回復に向け取り組んでほしいと思います。( 会津若松市 60 代女性 )05

　
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・

再
生
に
重
点
を
置
い
て
県
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
12
月
、
新

し
い
県
総
合
計
画
、「
ふ
く
し
ま
新

生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
ま
新
生
プ
ラ
ン
で
は
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
対
策
を
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
ま
し
た
。
ま

た
、
県
復
興
計
画
の
12
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
総
合
計
画
に
も
位
置
付

け
、
復
興
計
画
と
一
体
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
復

興
計
画
に
掲
げ
た
「
安
心
し
て
住
み
、

暮
ら
す
」「
ふ
る
さ
と
で
働
く
」「
ま

ち
を
つ
く
り
、
人
と
つ
な
が
る
」
の

３
分
野
12
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
優
先
配
分
し
、
復
興
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

平成２５年度一般会計当初予算の内訳

ふくしま新生プラン、復興計画に基づき、
復興・再生に係る取り組みを最優先に予算編成

基本目標
夢・希望・笑顔に満ちた“新生ふくしま”

人と地域

人口減少・高齢化対策と
12の復旧・復興対策

安全と安心活　力 思いやり

ふくしま新生プラン

礎と3本の柱
ふくしまを支える
3つの柱

重点
プロジェクト

歳入 総額 1 兆 7,320 億円

平成 25 年度 前年度比

県 税 1,802億円 ＋200 億円  (＋12.5％ )

地方交付税等 3,203億円 △ 16 億円  ( △ 0.5％ )

国 庫 支 出 金 4,416億円 ＋1,309 億円 (＋42.1％ )

繰 入 金 4,676億円 ＋319 億円  (＋7.3％ )

県 債 809億円 +46 億円 (+6.0％)

そ の 他 2,414億円 △ 302 億円  ( △ 11.1％)

歳出 総額 1 兆 7,320 億円

平成 25 年度 前年度比

人 件 費 2,630億円 △ 45 億円  ( △ 1.7％ )

扶 助 費 568億円 △ 33 億円  ( △ 5.5％)

公 債 費 1,167億円 ＋17 億円 (＋1.5％ )

投 資 的 経 費 3,646億円 ＋733 億円  (25.2％ )

一般行政経費 9,309億円 ＋884 億円 (＋10.5％)

〝
新
生
ふ
く
し
ま
〟を
め
ざ
し
、

復
興
推
進

“新生ふくしま”の
実現を

目指します！



特

集

これから福島県を担う子どもたちが、安心して住める福島県になるよう願っています。私たちも協力を惜しまず頑張っていきたいです。
( 会津美里町 60 代女性 )

06ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・4 月号読者からのお便り

ふくしま新生プラン13の重点プロジェクト
■人口減少・高齢化対策プロジェクト

■県復興計画の重点プロジェクト

除染の推進、食品の安全確
保、廃棄物などの処理、環
境回復の研究機能などを
備えた拠点の整備

安全・安心を提供する取り
組み、農業・森林林業・水
産業の再生、区域見直しに
伴う対応

県内外避難者やふくしまを応
援している人とのきずなづく
り、復興へ向けた取り組みや
情報の発信、避難している方
とのきずなの維持

県内外の避難者支援、帰還
に向けた取り組み支援、帰還
後の生活再建支援、長期避
難者などの生活拠点の整備、
長期にわたり避難している方
への支援

県内中小企業などの振興、企
業誘致の促進、新たな時代
をリードする新産業の創出、
区域見直しに伴う対応

観光復興キャンペーンの実
施、教育旅行の再生など観光
と多様な交流の
推進

県民の健康の保持・増進、
地域医療などの再構築、最先
端医療提供体制の整備、被災
者などの心のケア

人口減少・高齢化の影響の軽減、
人口の県外流出の抑制、
出生数の回復等の取り組みなど

再生可能エネルギーの導入
拡大、研究開発拠点との連
携、関連産業の誘致、県内
企業の参入・取引支援、再
生可能エネルギーの地産地
消の推進

総合的な防災力向上、地域
防災計画などの見直し、防
災意識の高い人・地域づく
り、土地利用の再編や復興
のまちづくり計画策定およ
び実施

日本一安心して子どもを生
み、育てやすい環境づくり、
生き抜く力を育む人づくり、
ふくしまの将来の産業を担
う人づくり

医療福祉機器産業の集積、
創薬拠点の整備

「浜通り軸」の早期復旧・
整備、生活支援道路の整備、
道路ネットワーク構築、物
流・観光の復興を支える基
盤の整備、ＪＲ常磐線・只
見線の早期復旧、広域的な
連携・連絡体制の構築

2,600 億円

674 億円

42 億円

1,875 億円

1,852 億円

19 億円

287 億円

100 億円

583 億円

342 億円

65 億円

312 億円

環境回復

農林水産業再生

ふくしま・きずなづくり

生活再建支援

中小企業等復興

ふくしまの観光交流

県民の
心身の健康を守る

再生可能エネルギー
推進

津波被災地等
復興まちづくり

未来を担う
子ども・若者育成

医療関連産業集積

県土連携軸・交流
ネットワーク基盤強化

安心して住み、暮らす：5,104 億円 (除染・健康管理など)

ふるさとで働く：2,691 億円 (産業振興・雇用創出など)

まちをつくり、人とつながる：956 億円 (きずなづくり・復興まちづくりなど)

★次ページで もっと解説！

人口減少・高齢化対策 500 億円

プロジェクト別の
事業費を

紹介します

八重たん


